
� はじめに
感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関

する法律（感染症法）に基づき策定した香川県感染症

発生動向調査事業による２００６年の病原細菌検索成績

から見た県下の小児細菌感染症の動向について報告

する。

� 材料と方法
病原細菌分離材料は，各感染症発生動向調査検査

医療定点を受診した小児患者から採取し，送付を受

けた材料を検体として検査した。検体処理は，常法

に従って行った１）。

� 結果及び考察
１ 検査材料

病原細菌検索材料は２００６年１月から１２月末までに

感染性胃腸炎の糞便が８７検体あり，月平均７．３検体

であった。

また，Salmonella 属菌の同定依頼が６株あった。

２ 病原細菌分離状況

検体総数８７検体中４４検体から病原細菌が分離され，

分離率は５０．６％であった。分離株数は５５株（６３．２％）

で２００５年と同様の検出率であった。

複数菌検出は１０検体（２２．７％）あり，その組み合わ

せは，下痢原性大腸菌と S.aureus が５検体，下痢
原性大腸菌と C.jejuni が１検体，C.jejuni と S.aureus
が３検体，C.jejuni と S.aureus と K.oxytoca が１検
体であった。

月別分離状況は，図１・表１に示すように１月６

検体中３検体（５０．０％），２月９検体中４検体（４４．４％），

３月７検体中４検体（５７．１％），４月１４検体中４検体

（２８．６％），５月１０検体中６検体（６０．０％），６月１０検

体中５検体（５０．０％），７月８検体中５検体（６２．５％），

８月４検体中４検体（１００．０％），９月３検体中２検

体（６６．７％），１０月５検体中２検体（４０．０％），１１月４

検体中２検体（５０．０％），１２月７検体中３検体（４２．９％）

であり，季節変動は見られなかった。

図１ 月別検体数と分離率

なお，主要病原細菌分離状況からみた県下の感染

症の動向は，次のとおりである。
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要旨
香川県感染症発生動向調査事業による小児病原細菌検索材料は，本年８７検体で，４４検体から５５株の

病原細菌を分離した。分離された５５株において多く分離されたのは，S.aureus ，下痢原性大腸菌，C.jejuni，
Salmonella 属菌などの病原菌であった。下痢原性大腸菌は９血清型１６株が分離された。Salmonella 属
菌は１株１血清型が分離された。Salmonella 属菌同定依頼は６株あり，４血清型が同定された。
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（１）病原細菌の分離状況

分離菌５５株中最も多かったのは，表１・図２に示

すように S.aureus２１株（３８．２％）で，次いで下痢原性
大腸菌１６株（２９．１％），C.jejuni９株（１６．４％），K.oxytoca
８株（１４．５％），S .Enteritidis１株（１．８％）であった。

図２ 分離菌の内訳

� 下痢原性大腸菌

下痢原性大腸菌が分離されたのは，１６株（２９．１％）

で９種の血清型であった。その内訳は腸管病原性大

腸菌（EPEC）に該当する，O１８が７株，O４４が２株，

O１，O８６a，O１１４，O１１９，O１２５，O１２６が各１株づつと，

O１５７が１株 分 離 さ れ た。そ の う ちO４４：H１８，

O１１９：HUT，O１５７：H１６が腸管上皮細胞への接着

障害に関与する eaeA 遺伝子を保有していた。

腸管出血性大腸菌（EHEC），腸管毒素原性大腸菌

（ETEC），腸管侵入性大腸菌（EIEC）は分離されなかった。

� Campylobacter jejuni/coli
Campylobacter は C.jejuni が９株（１６．４％）分離さ

れた。C.jejuni/coli の同定の指標とされているナリ
ジクス酸に対する感受性２）は，５株（５５．６％）が感受

性株であった。

血清型別は実施していない。

� Salmonella 属菌
感染症発生動向調査からは，S .Enteritidis１株

（１．２％）が分離された。

感染性胃腸炎の菌株同定依頼は，６株で４種類の

血清型が分離された。内訳は，S .Enteritidis２株
（３３．３％），S .Litchfield２株（３３．３％），S .Typhimurium
１株（１６，７％），S .Singapore１株（１６．７％）であり，全
国的に検出されている血清型であった３）。

� その他

S.aureus は２１株（３８．２％）が分離された。コアグラ
ーゼ型・エンテロトキシン産生性は実施していない。

K.oxytoca は８株（１４．５％）分離された。

（２）臨床症状

感染性胃腸炎における臨床症状は，８７検体中，下

痢８０検体（９２．０％），腹痛４４検体（５０．６％），嘔吐３６検体

（４１．４％），血便２５検体（２８．７％），発熱３４検体（３９．１％）

であった。

起因菌が分離された検体の臨床症状の割合もほぼ

同じであり，起因菌による特徴的な症状はあらわれ

なかった。

表１ 月別病原菌検出状況

月
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 合計

糞便
検体数 ６ ９ ７ １４ １０ １０ ８ ４ ３ ５ ４ ７ ８７

分離数 ３ ４ ４ ４ ６ ５ ５ ４ ２ ２ ２ ３ ４４

菌株 １ ３ １ １ ６

分
離
菌
内
訳

下痢原性大腸菌 ２ １ ２ ４ ２ １ １ １ ２ １６

C.jejuni １ １ ２ ２ １ １ １ ９

S .Enteritidis １ １

S.aureus １ ２ ２ ２ ３ ３ ２ ３ １ １ １ ２１

K.oxytoca １ １ １ ２ ２ １ ８

分離菌株数 ４ ４ ４ ６ ８ ５ ５ ８ ２ ４ ２ ３ ５５
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（３）年齢別病原細菌分離状況

年齢別にみた原因細菌分離状況を表２・図３・４

に示す。送付検体数で最も多いのが，１～２歳３２検

体（３６．８％）で次は，１歳未満１６検体（１８．４％），５～

６歳１３検体（１４．９％），３～４歳１１検体（１２．６％）の順

であった。

分離菌からみると，下痢原性大腸菌，S.aureus ，
K.oxytoca は１４歳以下のすべてで検出され，C.jejuni
は９歳以下で検出されたが，年齢による差はみられ

なかった。

� まとめ
１ 香川県感染症動向調査事業による病原細菌検索

材料は８７検体で分離検体数は４４検体，分離菌株は

５５株となった。

２ 感染性胃腸炎の主要起因菌は，下痢原性大腸菌，

Campylobacter jejuni ，Staphylococcus aureus ，Sal-
monella Enteritidis，Klebsiella oxytocaなどであった。

２００６年は検体数が少なく全国状況と比較しにくい

が，この事業は全国病原微生物検出状況と今後の流

行予測，香川県下の細菌感染症の傾向を把握するの

に重要な事業であり，疫学情報を含めた長期的な観

察が不可欠と思われる。

図３ 年齢別分離状況 図４ 年齢別分離菌の内訳
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表２ 年齢別病原細菌分離状況

年齢
＜１ １～２ ３～４ ５～６ ７～９ １０～１４ ≧１５ 合計

検体数 １６ ３２ １１ １３ ９ ４ ２ ８７

分離数 １２ １２ ３ ７ ７ ５ ４４

下痢原性大腸菌 ３ ６ １ １ ３ ２ １６

C.jejuni ２ ２ ２ ２ １ ９

S .Enteritidis １ １

S.aureus ８ ５ １ ４ ２ １ ２１

K.oxytoca ３ １ ３ １ ８

合計 １６ １４ ４ ７ １０ ４ ５５
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